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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
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【公開番号】特開2012-162588(P2012-162588A)
【公開日】平成24年8月30日(2012.8.30)
【年通号数】公開・登録公報2012-034
【出願番号】特願2011-21594(P2011-21594)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 299/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  15/095    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 299/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 175/14    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 175/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  15/08    　　　Ｔ

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月15日(2014.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
脂肪族環式構造含有ポリオール（ａ１）及び親水性基含有ポリオール（ａ２）を含むポリ
オール（Ａ）とポリイソシアネート（Ｂ）と水酸基含有ビニル単量体（Ｃ）とを反応させ
て得られる脂肪族環式構造と親水性基と重合性不飽和二重結合とを有するウレタン樹脂（
Ｄ）ならびに水性媒体（Ｅ）を含有し、前記ウレタン樹脂（Ｄ）の全質量に対する、前記
ウレタン樹脂（Ｄ）中に含まれる脂肪族環式構造の割合が２０００ｍｍｏｌ／ｋｇ～５５
００ｍｍｏｌ／ｋｇの範囲であることを特徴とする水性ウレタン樹脂組成物。
【請求項２】
前記ウレタン樹脂（Ｄ）が、前記脂肪族環式構造含有ポリオール（ａ１）由来の脂肪族環
式構造を前記ウレタン樹脂（Ｄ）の全質量に対して３００ｍｍｏｌ／ｋｇ～２０００ｍｍ
ｏｌ／ｋｇ有するものである、請求項１に記載の水性ウレタン樹脂組成物。
【請求項３】
前記脂肪族環式構造含有ポリオール（ａ１）が、脂肪族環式構造含有ポリカーボネートポ
リオールまたは脂肪族環式構造含有ポリエステルポリオールを含むものである、請求項１
に記載の水性ウレタン樹脂組成物。
【請求項４】
前記ポリオール（Ａ）が脂肪族環式構造含有ポリオール（ａ１）と親水性基含有ポリオー
ル（ａ２）とその他のポリオール（ａ３）とを含有するものであって、前記その他のポリ
オール（ａ３）がポリカーボネートポリオールまたはポリエステルポリオールである、請
求項１に記載の水性ウレタン樹脂組成物。
【請求項５】
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前記ウレタン樹脂（Ｄ）が、３００００～２０００００の範囲の重量平均分子量を有する
ものである、請求項１に記載の水性ウレタン樹脂組成物。
【請求項６】
前記ウレタン樹脂（Ｄ）が、その分子末端または分子側鎖に重合性不飽和二重結合を有す
るものである、請求項１に記載の水性ウレタン樹脂組成物。
【請求項７】
前記ウレタン樹脂（Ｄ）が、脂肪族環式構造含有ポリオール（ａ１）及び親水性基含有ポ
リオール（ａ２）を含むポリオール（Ａ）とポリイソシアネート（Ｂ）と水酸基含有ビニ
ル単量体（Ｃ）と、必要に応じて鎖伸長剤とを反応させることによって得られるものであ
る、請求項１に記載の水性ウレタン樹脂組成物。
【請求項８】
更に重合開始剤を含有する、請求項１～７のいずれか１項に記載の水性ウレタン樹脂組成
物。
【請求項９】
請求項１～８のいずれか１項に記載の水性ウレタン樹脂組成物を含有するコーティング剤
。
【請求項１０】
請求項１～８のいずれか１項に記載の水性ウレタン樹脂組成物を含有する鋼板表面処理剤
。
【請求項１１】
請求項８に記載の水性ウレタン樹脂組成物を硬化して得られる硬化物。
【請求項１２】
金属基材の表面に、請求項１０に記載の鋼板表面処理剤を用いて形成された皮膜が積層し
た積層物。
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